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３月２１日５時３０分から　
　　　化石トーク（ゆめっくるにて：無料）

４月２９日より化石体験館オープン

       化石館の予定

沼田町化石館

沼田町化石館だより 沼田の化石　新発見の予告

　この２年間で、 沼田の化石研究が進みました。 これまでの成果を振り返り、 これからの新発見を予告します。

　まず、 ヌマタネズミイルカの研究が大きく進みました。 １６年ぶりに新しい標本が世界に向けて発信されたのが２０１６
年４月と１１月です。 今まで 「世界で一頭」 と言われていたヌマタネズミイルカが、今では三頭になりました。 それによっ
て、 ３つの事が分かってきました。 「成長」 「特徴」 「家系図」 です。

講演会「沼田の化石がわかってきた」
◆場所：ゆめっくるホール
　　　　　　　　　　無料です、どなたでも
◆時間：201７年３月２１日（火）
　　　　　　　１７時３０分から１８時１５分まで

　　　　　　　

解説

学芸員　田中嘉寛

スナメリ
コハリイルカ
コガシラネズミイルカ
イシイルカ
ネズミイルカ
メガネイルカ

1160                     720       530      360  260 

中期　　　　　後期　　前期　   後
中新世　　　　　　  鮮新世　　更新世

ポンピラツバサイルカ（中川町）
ムカシネズミイルカ（中川町）
ニシノネズミイルカ（中川町）

トヨシマハボロネズミイルカ（羽幌町）
コガタハボロネズミイルカ（羽幌）
ヌマタネズミイルカ（沼田町）

セプテムトリオスィータス（ベルギー）

ロマスィータス（ペルー）

ピスコリサックスロンギロストリス（メキシコ）

セミロストルム（カリフォルニア）
ブラボスィータス（ベルギー）

オーストラリサックス（ペルー）

（万年前）

北海道の
グループ

現代のネズミイルカ
グループ

オーストラリサックス（ペルー）

サルミフォッシナ（カリフォルニア）
ピスコリサックステッドフォーディ（メキシコ）

ピスコリサックスボレイオス（メキシコ）

去年１１月にはじめて明らかになった
ヌマタネズミイルカの家系図

　まず 「成長」 は若いヌマタネズミイルカの発見によっ
て、 どのように形が変化するか明らかになってきまし
た。 次に 「特徴」 は頭の後方からでる神経の穴が
特殊な形になっていることから、 ヌマタネズミイルカと
それ以外のイルカを簡単に見分けることが出来る様
になりました。 そして 「家系図」 が作られ、 ヌマタは
羽幌のネズミイルカに近いこと、 北海道から見つかっ
ているネズミイルカの化石たちは、 原始的というわけ
でなく、 現代のネズミイルカとは異なったグループで
あることが明らかになってきました。

　ヌマタネズミイルカ以外にも、 面白い生き物が沼田
に住んでいたことがわかってきています。それが４メー
トル程度の小型ヒゲクジラです。 ヒゲクジラは史上最
大の動物とされていますが、 沼田にはかなり小さなヒ
ゲクジラがいたことが分かりました。 これは、 いま原
稿を準備しており、 これから世界に向けて発信される
予定です。

　これらはおよそ４００万年前の地層 （幌加尾白利加
層 ： ほろかおしらりかそう） から出てきたイルカとクジ
ラですが、 最近、 それよりも古い地層から出ている
クジラの研究が始まりました。 それがマツバラクジラです。 マツバラクジラは発見者の松原一雄さん、 松原利浩さん
の苗字をとった愛称です。 よく骨を見てみると、 一頭ではなく３頭以上のクジラが混じっていることが分かりました。

　そのマツバラクジラの内の一つ、 NFL 2083 という識別番号を付けたクジラの年代が最近、 調べられました。 共同
研究者の渡辺真人博士 （産業技術総合研究所， つくば） によってマツバラクジラを包む石の中から珪藻という小さな
植物を取り出しました。 珪藻は時代によって主役がどんどん入れ替わるので、 どの珪藻が多いか調べると、 どの時
代かが分かるようになっています。調べた結果、マツバラクジラはおよそ７００万年前の化石であることがわかりました。
その時代は、 世界的に見てクジラが珍しい時代です。 良くわかっていない時代のクジラが、 沼田から見つかっている
のです。 しかも、 マツバラクジラはクジラの中で最も情報が沢山見られる耳骨が全て揃って出ています。 とても保存
状態の良い化石で、 研究はまとまりつつあります。

　マツバラクジラは小型のクジラですが、 同じ時代から大型のクジラも見つかっています。 これは研究が始まったばか
りです。 これまで述べてきた通り、 これからの沼田の化石研究によって、 ２つの時代のクジラたちのことが次々と明ら
かになっていきます。

珪藻を見つけて
　時代を決めること
ができました！

耳も完全に残っている
　マツバラクジラ

　最近、分かってきたヌマタネズミイルカや、小さなクジラ、
海外での調査について紹介します。これから続く新発見に
ついて皆さんだけに、学芸員がお知らせします。


